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 第２章 江馬修『羊の怒る時』――関東大震災における怒れる民衆としての羊―― 
 第３章 らしゃめんの変容――唐人お吉物語と戦後占領期における羊の表象―― 
 第４章 安部公房作品における羊の表象――「満州」の緬羊政策と牧歌的風景の構築―― 


















































審 査 の 要 旨 
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１ 批評 
本論文は、1900年代から 1980年代までの近現代日本文学における羊の表象をアニマル・スタディ
ーズの視点から解明することに取り組んだ意欲的な論文である。本論文の著者は、日本文学における
羊の論考では、羊の表象の歴史性に注意が払われることがなく、現在の羊に関する知識や認識が自明
のものとされた上で論が展開されていることを批判し、日本文学における羊の表象の変遷を歴史的枠
組みから解明しなければならないという立場にある。論文の各章の考察は一貫してこの視点からなさ
れ、また分析も著者の立場を支持するものであり、全体としてまとまりのある論考となっている。 
  本論文は、一方ではアニマル・スタディーズの西洋中心主義を批判的に検討し、ポストコロニアル・
アニマル・スタディーズや環境批評、比較文学等の最新の理論的枠組みをとりいれ、他方では国内外
の資料の丹念な実証的調査を行い、1900年代から 1980年代までの近現代日本文学における羊の表象
の歴史的変遷を体系的かつ学際的に解明している。夏目漱石から村上春樹までの作品のテクストとコ
ンテクストの分析を通して、羊の表象の多様性と特異性が明らかにされている。羊の飼育が長く定着
している文化圏とは異なり、日本では、唐人お吉や『三四郎』の美禰子、戦後占領期のパンパンのよ
うに、新しい海外文化と接触した女性が羊として表象されている事実を見出している。また、日本の
羊の歴史を「満州」を射程に入れて捉え直すことにより、ポストコロニアルの視点からの羊のイメー
ジの構築過程を辿り、日本における羊の表象が、西欧文化の受容から形成されただけでなく、緬羊飼
育の軍事目的とは乖離して構築された「満州」の牧歌的風景への憧憬や郷愁を包含していること、さ
らに羊を囲む心象風景が 1960年代以降の観光牧場の展開にも継承されていることを解明するという
成果をあげている。とりわけ、第２章の江馬修『羊の怒る時』と第４章の安部公房作品における羊の
表象を中心に新知見が見られる。 
以上のように、本論文は力作ではあるが、問題がないわけではない。英文学作品における羊の表象
と農業政策、日本における牧歌の翻訳と受容など、本論文が十分に論じることができなかった課題が
残っている。 
  とはいえ、このような課題への取り組みは著者の今後の研鑽に託するところのものであり、近現代
日本文学における羊の表象をアニマル・スタディーズの視点から新たに解明した本論文が達成した成
果は極めて優れたものであると判断される。 
 
２ 最終試験 
  平成２８年１月２３日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査
委員全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
